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『手紙』 東野圭吾／著 文藝春秋 B913.6/ﾋ 

東野圭吾先生 

 

3 月カレンダー 

図書館からのお知らせ 

 

 弟の大学進学の学費が欲しかった。そのために兄・剛志は、罪を犯し、懲役１５年

求刑を受ける。加害者親族として、一人で生きていくことになった弟・直貴。彼の元

に、服役中の兄から手紙が届く。絆とは、愛とは、様々な経験を経て、直貴が下した 

決断とは。 

 加害者遺族の視点から書かれた本作は、『ミュージカル「手紙」2025』として東京・

池袋にて 3月 7日から 23日まで上演予定です。主人公の直貴を村井良大さん、 

兄・剛志を spiさんが演じます。興味のある方は、ぜひ。 

 

 

西洋絵画 

『50の傑作絵画で見る神話の世界』  
ジェラール・ドゥニゾ／著 遠藤ゆかり／訳 723.3/ﾄﾞ 

ギリシア・ローマ神話を題材とした絵画 50点が、解説されている本書。 

ゴヤの「我が子を食らうサトゥルヌス」、ドラクロワの「怒れるメデイア」など、どこか

で目にしたことはあるが、どうしてサトゥルヌス（クロノス）は我が子を食べたのか、メ

デイアは何に対して怒りを覚えたのか、そこまで知っている方はあまりいないのではな

いでしょうか。本書を読めば、その理由がわかります。恐ろしくも人間臭い、ギリシア 

・ローマ神話の世界を、これを機に楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～おすすめのえほん～ 

『もりのひなまつり』  

こいでやすこ/さく  福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 《Ｅ》 

あるひ、ねずみばあさんのもとに、「もりのひな

まつりをしたいので、おひなさまをもりにつれて

きてほしい」とてがみがとどきました。 

もりにつくと、のねずみたちが、もりのひろばへ

あんないしてくれました。 

するともりのどうぶつたちもやってきて、もりの

ひなまつりがはじまりました。 

 


